





















































２７， Vous me ressemblez, disait Balzac à Champfleury; je suis content













ユーゴーの評伝も書いている。死亡した１９５９年には，Le grand prix de lit-
































































































































































































































































































































































































































































（１）翻訳した原文は，Balzac anecdotique: choix d’anecdotes recueillies et précédées d’une
introduction である。１９０８年に，ジュール・ベルトー（Jules Bertaut １８７７－１９５９）の









































































しかし，やはり「 文壇への登場 四 「哲学的」作品」などの章に，バルザッ
クという作家の本質的な思想問題が孕まれている。『あら皮』（１８３２年）が刊行されて，
バルザックは哲学的作風からなる短篇を，『哲学小説集』という題の全三巻として刊
行した。収められた十二編の短篇の主題は，バルザックが「思念の破壊的力」（同上
「『哲学小説集』」）と呼んだものである。高山は，「要するに，今日『哲学研究』に収
められた作品には，固定観念と化し，情念と化した思念が，主人公を破壊する様が描
かれている」（同上「情念の破壊作用」）のであって，「全体として見たとき，『人間喜
劇』が情念による，生命のエネルギーの消耗過程を描いていることは間違いない。そ
の背景には，宇宙全体を唯一のエネルギーの変容と消耗の過程と見る哲学がある」（同
上「『哲学研究』と『風俗研究』」）と言う。
（４）（『バルザック伝』アンリ・トロワイヤ，訳者 尾河直哉，白水社，１９９９年１１月）の
「第三部 白いページ」の「その後」に，バルザック亡き後，１８５０年１１月頃からの，
未亡人ハンスカとシャンフルーリィーが愛人関係になったことが，描かれている。そ
こには，「彼女はまるで成熟したベルニー夫人が青年オノレにたいして果たした役割
を演じているようだった。昨日知り合ったばかりで，明日には自分を捨てるかもしれ
ない男によって９か月前に死んだ著名な夫の記憶を裏切ることに，彼女は一瞬たりと
も後悔をしていなかった。」とある。
ハンスカ夫人は，バルザックの原稿の中に未刊小説があることに気づき，金目当て
『バルザック逸話集』（序文と編集 ジュール・ベルトー）の翻訳（２）（佐藤） 401
に，その完結をシャンフルーリィーに持ちかける。だが，それは不作法なやり方だと
彼は拒絶した。彼はハンスカ夫人に辟易して，喧嘩も絶えなくなり，１８５１年１１月に二
人は別れた。こうした後日談を踏まえると，「２７，シャンフルーリィーとの類似―無
記名」の逸話も，単なる小話ではない。尚，アンリ・トロワイヤの「原注」と「人名
索引」は，翻訳の参考になった。
（５）（『わが兄バルザックーその生涯と作品』ロール・シェルヴィル，１８５８年，訳者大
竹仁子，中村加津，鳥影社，１９９３年４月）の脚注に，レオン・ゴズランに関して，「Léon
Gozlan（１８０３－１８６６）。文士。一八三三年，ベシェ夫人のところでバルザックと出会
い，一八三八年頃，親交を深める。バルザックは『続女性研究』を献呈。一八五六年，
エッツェルから『部屋履きのバルザック』，一八六二年，レヴィから『自宅のバルザッ
ク，ジャルディ荘の思い出』を出版。」とある。ジュール・ベルトーは『バルザック
逸話集』（１）と同様に，（２）でも，レオン・ゴズランの語りを多く選択した。
尚，（『バルザックと１９世紀巴里の食卓』アンカ・ミュルシュタイン，２０１０年，訳者
塩谷祐人，白水社，２０１３年１月）も，脚注を含めて参考になった。『バルザック逸話
集』の翻訳にも，簡略な脚注が必要であり，今後の課題にしたい。
（６）ジャルディイ荘での出来事は，他の評伝にも多く言及される。『バルザック』（ツ
ヴァイク，訳者 水野亮，早川書房，１９５９年６月）の「第四篇 小説家バルザックの
栄光と悲惨 第十七章 サルディニヤ銀山」に，その荒れた土地で，「例えばそこに
パインアップルの栽培場を設けたらどうだろう。パインアップルをとおい異国から波
路はるかに船でとりよせるかわりに，暖い日ざしのもとで温室栽培をやろうと思いつ
いたものはまだフランスには誰もいない。方法が正しきを得さえすれば，これで十万
フラン儲かる。従ってこの家にかかるであろう費用の三倍になる。」と友人のゴーチ
エに語ったことが取り上げられた。
他にもバルザックが道に砂利を敷いて，林檎や梨の果樹を植えたりする悪戦苦闘が
描かれているが，ユーゴーとの「胡桃の木」の逸話はない。「空想のパインアップル」
の逸話は，単なる喜劇では片付かないような悲喜交々な性格がある。それと同様に現
実的に所有が維持された「胡桃の木」の眩惑も，バルザックの深刻な状況的存在を暗
示する。
